
(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

1
(1) 地
域協働
の推進

ソフト

まちなか
再発見！
住民まち
づくり学
校事業

箕輪町

・伊那街道の宿場町として栄えたJR伊那松島駅周
辺の魅力再発見を行うため、地域住民を対象とし
た「地域まちづくり学校」を開講する。

①ワークショップ企画運営(994千円)

994 745 745

2
(1) 地
域協働
の推進

ソフト

「ふるさと
中川村」
の魅力再
発見！発
足60周年
記念事業

中川村

・平成30年に発足60周年と「日本で最も美しい村」
連合加盟10年を迎えることを記念し、村民の意識
向上を図る。

①中川村36景印刷製本費等（447千円）、村歌で健
康体操（178千円）等

3,164 2,372 851

3
(1) 地
域協働
の推進

ソフト

まちづくり
塾の開催
とにぎわ
い創出事
業

高遠コ
ンサ
ベー
ションプ
ロジェク
ト

・西高遠地区の蔵などを会場に、空き家の活用な
ど地域資源の活用などに関する「リノベーションま
ちづくり塾」を開催するとともに、「灯篭まつり」にあ
わせて古民家を活用した生け花展等を実施し、高
遠の魅力発信を図る。

①リノベ塾（608千円）、にぎわい創出事業（240千
円）

847 677 677

上伊那
の特色
ある産
業・文化
を担う人
づくりの
推進

4
(1) 地
域協働
の推進

ソフ
ト・
ハー
ド

地域共生
に向けた
居場所づ
くり

ＹandＳ

・子どもから高齢者、障がいのある住民が「ごちゃ
混ぜ」に参加することが出来る居場所作りを図るた
め、駒ケ根駅前の空き店舗を交流拠点として整備
する。

①講習会・研修会（90千円)、広報チラシポスター
（88千円）
②工事代金(873千円)、資材購入費(1,257千円)

2,308 1,740 1,740
信州こど
もカフェ
の推進

5
(1) 地
域協働
の推進

ソフト

赤穂学校
校歌生誕
100年！
「校歌と
フットパス
で知るま
ちの昔」

まほろ
ばの里
研究会

・赤穂学校校歌を題材とし、古道や歴史財産を活
用した「校歌フットパス」を行うとともに、「世代と地
域を繋ぐ眉月弧ジャンボリー」を開催する。

①フットパス関連費（1,061千円）

1,061 848 848

上伊那
の特色
ある産
業・文化
を担う人
づくりの
推進

6
(1) 地
域協働
の推進

ソフト

景勝地め
ぐりサイク
ル＆
ウォーキ
ング

箕輪町
観光協
会

・新たなサイクル・ウォーキングコースを開拓する
ため、８月に「景勝地めぐりサイクル＆ウォーキン
グinかやの」を開催し、夏の高原サイクル＆ウォー
キングを実施する。また、１１月に「景勝地めぐり
ウォーキングinもみじ湖」を開催する。

①参加に関する経費（378千円）、印刷製本費（459
千円）等

1,961 1,187 1,187

6 事業 10,335 7,569 6,048

7

(2) 保
健、医
療、福
祉の充
実

ソフ
ト・
ハー
ド

駒ヶ根健
康ステー
ション　Ａ
(歩く)→Ｃ
(からだ
チェック)
へ

駒ヶ根
市

・平成29年度に開発したパソコンなどで活動量計
の記録が確認できる「マイページ」に、血圧・体重・
体温の記録を追加し、セルフチェックできるシステ
ムを構築する。

①データ記入メモ帳、啓発ちらし作成等（306千円）
②からだチェックシステムの開発・構築（694千円）

1,000 707 707
信州ＡＣ
Ｅプロ
ジェクト
の推進

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

１　地域協働の推進

申請者
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表
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事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名
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内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

8

(2) 保
健、医
療、福
祉の充
実

ソフト

障がい者
地域活動
支援セン
ターサテ
ライト「み
のあ～
る」開設
事業

箕輪町

・商店街の空き部屋を活用し、障害の有無や年齢
等で対象者を限定しない「居場所」づくりとして、障
がい者地域活動支援センターサテライト「みのあ～
る」を開設する。

①「みのあ～る」開設費（2,824千円）

2,824 388 388

9

(2) 保
健、医
療、福
祉の充
実

ソフト

社員も会
社も地域
も「健幸」
になる！
健康経営
トライアル
事業

伊那商
工会議
所女子
会プロ
ジェクト

・社員の健康に関する意識を高め、健康づくりを推
進するための「健康経営セミナー」や休日に従業員
やその家族が参加できるウォーキングイベントを実
施する。また、業種別の「職場でできる簡単ストレッ
チ」を考案する。

①セミナー開催費（270千円）、イベント開催費（472
千円）、ストレッチ考案費（240千円）

982 785 785
信州ＡＣ
Ｅプロ
ジェクト
の推進

10

(2) 保
健、医
療、福
祉の充
実

ソフト

障がい児
の健康支
援に向け
たパイ
ロット事業

一般社
団法人
上伊那
歯科医
師会

・歯科医療従事者等を対象とした障がい児の口腔
保健に関する研修会や、上伊那地域の障がい児
の健康支援に関する公開講座を開催し、障がい者
へ口腔ケアに関する理解を深める契機とする。

①障がい児の口腔保健に関する研修会（465千
円）、親の会との協議会・研修会（82千円）等

945 708 671

11

(2) 保
健、医
療、福
祉の充
実

ソフト

みやだ食
育ＭｏｇＭ
ｏｇママの
薬箱事業

みやだ
食育Ｍ
ｏｇＭｏｇ

・幼児期の子供のいる母親を対象とした「MogMog
ステップ」等の体験型ワークショップや、食育に関
する地域との連携をより深く学ぶ講座「MogMog
チャレンジ」等の講座を開催する。

①ソフト総額（612千円）＜ワークショップの開催
（285千円）、MogMogチャレンジ（47千円）等

612 459 459

5 事業 6,363 3,047 3,010

12

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

南箕輪村
フラッグ
フットボー
ル感謝祭

南箕輪
村

・大芝高原で小学生のフラッグフットボール（プレイ
ヤーの腰の左右につけた「フラッグ」を取ることで
攻守が入れ替わるなど、子どもを含む幅広い層が
参加できるよう考案されたスポーツ）日本選手権大
会を開催する。

①フラッグフットボール日本選手権大会（1,137千
円）、まっくんボールづくりコンテスト（60千円）

1,197 759 582

13

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

シッティン
グバレー
教室及び
大会参加

伊那市
総合型
地域ス
ポーツ
クラブ

・障がいのある方と健常者が一緒に競技できる
シッティングバレーボールを通して、障がいの有無
に係らず幅広い層に競技への参加を促し、スポー
ツの楽しさや共に助け合う環境づくりを図る。

①シッティングバレーボール練習&スポーツ吹き矢
（1,406千円）等

2,187 1,640 495

14

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

よさこい・
いな来
い・みな
恋フェスタ

信州伊
那よさ
こい乱
舞竜.

・よさこい踊り及びよさこいに限らず、様々なジャン
ルの踊りを披露する「よさこい・いなこい・みな恋
フェスタ」を開催し、地域住民の交流を図るとと　も
に、よさこいを通じ上伊那地域の魅力を発信する。

①よさこい・いなこい・みな恋フェスタの開催(1,733
千円)、鳴子キット制作(134千円)

1,867 1,469 481

２ 保健、医療、福祉の充実
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

15

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

「伊那市
中学生
キャリア
フェス」開
催

伊那市
中学生
キャリ
アフェ
ス実行
委員会

・市内全中学２年生を対象とした「伊那市中学生
キャリアフェス」を開催する。市内の企業や団体が
中学生に向けて自社の紹介や体験談を伝えること
で、中学生が地域のことを知る契機とし、将来伊那
市を支える若者人材を育成する。

①キャリアフェス関連費（1,500千円）

1,500 1,200 1,020

16

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

手作りの
バレエコ
ンサート
開催事業

伊那楽
友協会

・上伊那地域の子どもたちと、国内外で活躍する高
いレベルのダンサーがともにひとつのバレエコン
サートを作り上げることで、上伊那地域の音楽教
育の向上を図る。

①バレエコンサート（1,744千円）

1,744 1,395 970

17

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

あかりこ
どもカフェ
～郷土食
を作って
食べよう
～お弁当
を作ろう

ＮＰＯ法
人辰野
自立生
活支援
の会あ
かり

・上伊那で培われきた郷土食や食事の大切さを子
ども達に伝える居場所として「あかりこどもカフェ」
を定期的に開催する。

①郷土食カフェ（172千円）、講演会とワークショップ
（273千円）

444 355 331
信州こど
もカフェ
の推進

18

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

重要文化
財　木造
十一面観
音立像沿
革誌編纂
事業

上島区

・重要文化財である木造十一面観音立像の沿革を
まとめた冊子を発行する。

①調査・資料費（43千円）、リーフレット（10千円）等

876 657 657

19

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

"いいじ
ま”キッズ
ファーム”
（農育）

ＢＴＷ

・子どもたちが栽培から販売まで農業の一連を体
験できる農育事業「”いいじま”キッズファーム」を実
施する。

①キッズファーム運営費（1,235千円）

1,235 988 926

20

(3) 教
育、文
化の振
興

ソフト

伊那街道
の旧宿場
町を基盤
に、上伊
那の歴
史・文化
拠点を創
出する事
業

宮田村
の景観
を考え
る会

・地元区や企業、福祉施設等、多くの団体と連携
し、　「蔵と町家を活かした文化拠点づくり講演会」
等のイベントを実施するとともに、ツアーのガイド等
人材育成のために「まちなか探検ガイドツアー」や
「まちなか博物館」等を行う。

①人材育成事業（191千円）、ツアー、後援会、ワー
クショップ（198千円）等

2,502 2,001 1,876

9 事業 13,552 10,464 7,338

21

(5) 環
境保
全、景
観形成

ソフト
天竜川シ
ンポジウ
ム

特定非
営利活
動法人
天竜川
ゆめ会
議

・環境や景観に対する地域全体の意識の向上を図
るため、一般住民、行政、川づくりを担当する設
計・施行業者、河川環境研究者を対象とした「天竜
川シンポジウム」を開催する。

①天竜川シンポジウム（776千円）

776 582 582

３　教育、文化の振興
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

22

(5) 環
境保
全、景
観形成

ソフ
ト・
ハー
ド

天竜川の
美しい環
境・自然
とヤナ風
景を守る

「天竜
川の美
しいヤ
ナ風景
を守る」
会

・天竜川に唯一残っている落ち鮎のヤナ場の保全
修理を行うとともに、「やな祭り」等ヤナを活用した
イベントをやな場や学校で行う。

①河川環境・保全（179千円）、「ヤナ作り・解体・イ
ベント」（1,095千円）
②ヤナ改修工事（2,635千円）

3,909 2,995 2,712

2 事業 4,685 3,577 3,294

23

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

「パノラマ
伊那市」
観光誘客
推進事業

伊那市

・木曽福島駅から伊那市駅を経由し、南アルプス
の玄関口である仙流荘を直接結ぶ二次交通バス
（パノラマライナー）の運行や、誘客促進を図るた
めウォーキングイベントを実施する。

①バス運行費負担金（2,698千円）二次交通プロ
モーション事業（269千円）等

3,033 2,426 2,426

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
交流の
拡大

24

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

JICA・
JOCAと
連携した
駒ヶ根・グ
ローバ
ル・ユー
ス・キャン
プ事業

駒ヶ根
市

・JICA（独立行政法人国際協力機構）駒ヶ根訓練
所で、JOCAと連携し、上伊那地域出身の学生を主
に対象とした語学教育や、諸外国の異文化理解に
係る講座「グローバル・ユース・キャンプ」を開催す
る。

①ユース・キャンプ語学講座（821千円）、ユース
キャンプ（国際理解）ワークショップ（305千円）等

1,223 871 816

25

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

台湾台中
市との交
流促進及
びインバ
ウンド推
進事業

駒ヶ根
市

・平成30年11月に台中市で開催される「世界フロー
ラ花博」にあわせて、県営松本空港と台湾台中国
際空港間にチャーター便を就航し、観光・商業・農
業事業者とともに、台中市との交流を促進し、駒ヶ
根市の魅力発信などを行う。

①国際チャーター便就航に伴う都市間交流事業
（10,609千円）

10,609 5,047 3,375

26

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

上伊那地
域観光戦
略　広域
DMOにむ
けて

上伊那
観光連
盟

・地域が主体となって行う「地域連携ＤＭＯ」の平成
30年9月の設立に向け、外部の専門家を招聘する
とともに、上伊那観光地域づくりに対する地域全体
の一体感の醸成を図るため観光商品の開発及び
それらを掲載した「ご当地パンフレット」を制作す
る。

①人材招聘事業（980千円）、マーケティング調査
事業（1,466千円）等

8,689 6,951 6,951

複数市
町村を
区域と
する広
域ＤＭＯ
の設立
促進

27

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

「信州伊
那谷ガ
レット」に
よる上伊
那の新し
い文化発
信事業

信州伊
那谷ガ
レット協
議会

・伊那谷ガレットの発信力を強化するためのパンフ
レット「信州伊那谷ガレット」を作成するとともに、地
域内外向けの各種イベントへの出店や主催イベン
ト「ガレットマルシェ」を開催する。また、中山間地で
そば栽培を「知る」ワークショップ「ガレット・ラボ」を
開催する。

①発信力の強化（378千円）、主催イベント等への
参加（425千円）等

1,383 1,106 902

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
交流の
拡大

28

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ハー
ド

西箕輪山
麓マウン
テンバイ
クフィール
ドプロジェ
クト

西箕輪
地域協
議会

・地域の新たな資源として、自然や歴史に触れな
がらマウンテンバイクで走るコースを経ケ岳山麓に
整備し、マウンテンバイクを活用したイベント開催
による地域の交流人口の拡大を目指す。

②マウンテンバイクコース整備（4,200千円）

4,200 3,150 2,400

５　環境保全、景観形成
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

29

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

「『2018山
の信州・
南へ』」伊
那路・木
曽路広域
観光宣伝
事業」

伊那
路・木
曽路広
域観光
連携会
議

・伊那路・木曽路の美しい風景をテーマにしたフォ
トブック・イメージ動画の製作及び横浜で開催する
アウトドアイベント(mont-bell)に誘客促進のため参
加する。また、山岳高原の魅力を効果的にPRする
ため、首都圏メディア関係者を招聘する。

①フォトブックポスター作成（1,998千円）、アウトド
アイベント（1,037千円）等

3,682 2,705 2,625

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
交流の
拡大

30

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

早太郎温
泉広域連
携　観光
まちづくり
事業

早太郎
温泉事
業協同
組合

・ほたる祭り会場等へのシャトルバスの運行及び
温泉ブランディング事業として、早太郎温泉のブラ
ンド力向上を図るため講師の招聘やアフターDCに
絡めたチラシ、ポスターなどを発行し、早太郎温泉
のPRを図る。

①広域観光連携事業（1,017千円）、温泉ブランディ
ング事業（2,994千円）等

5,956 4,466 1,850

31

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

伊南地区
広域DMO
設立促進
事業

（一社）
駒ケ根
観光協
会

・伊南地区広域DMOの平成31年度の法人設立に
むけ、該当市町村とともに経営に着手できる体制
を整えるため、DMOマーケティング調査事業や
DMO講演会等の事業を行う。

①マーケティング調査事業（1,512千円）、アドバイ
ザー派遣（621千円）等

7,281 5,825 4,452

複数市
町村を
区域と
する広
域ＤＭＯ
の設立
促進

32

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト
駒ヶ根大
使村プロ
ジェクト

駒ヶ根
国際交
流事業
実行委
員会

・世界各国の文化発信拠点の整備を目指す駒ヶ根
市の「大使村構想」により、JICA・JOCA及び世界
各国の大使館と協働で、駒ヶ根市民と各国大使館
との交流事業を実施するとともに、６月に日頃の交
流を紹介するイベントを実施する。

①年間交流（1,478千円）、イベント（2,716千円）

4,194 3,295 3,295

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
交流の
拡大

33

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

第6回飯
田線と天
竜まった
り散歩

上伊那
北部観
光連絡
協議会

・飯田線を活用したウォーキングイベント「第６回飯
田線と天竜まったり散歩」を開催するとともに、ゴー
ル後の参加者に巡回バスを使用して赤そばの里
などの散策を促す。

①参加賞に関する経費（316千円）、広告宣伝費
（688千円）等

1,300 738 660

34

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフト

地域資源
を活用し
た「大芝
高原総合
ネイ
チャーア
クティビ
ティイベン
ト」事業

大芝高
原ネイ
チャー
アクティ
ビティイ
ベント
実行委
員会

・村の有用な資源である大芝高原の魅力を活用し
たイベント「芝フェス（8月開催）」やヨガ体験等多様
なアクティビティ体験により、健康増進や交流人口
の増加を図る。

①芝フェス（662千円）、芝コンin大芝高原（夏）（412
千円）等

1,933 1,328 1,328

35

(6)ｱ 特
色ある
観光地
づくり

ソフ
ト・
ハー
ド

坂バカ集
まれ！中
山間地を
漕いで
走って村
おこし事
業

信州な
かがわ
陣馬形
山ヒル
クライ
ム実行
委員会

・中川村内の河岸段丘から陣馬形山頂への自転
車レース「信州なかがわ陣馬形山ヒルクライム」を
行う。また、関連イベントとして子供向けレース等も
行う。

①陣馬形山ヒルクライム大会関連費（1,785千円）
②ホームページ制作費(151千円）

1,936 1,361 1,361

13 事業 55,419 39,269 32,441６(１)　特色ある観光地づくり
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

36

(6)ｳ 森
林づく
りと林
業の振
興

ソフ
ト・
ハー
ド

上伊那
発！ぬく
もり実感・
森林循環
発信事業

上伊那
林業振
興協議
会

・ナラの種を撒き育てる「木育事業」を伊那市内の
４つの小学校で実施するとともに、森林・林業への
理解を深めるため、小学校に地域産カラマツを使
用した腰壁板や学習椅子を設置する。

①植栽用プランターなど（42千円）
②腰壁板製作設置140m（3,981千円）、学習椅子製
作設置（505千円）

4,528 3,397 3,021

1 事業 4,528 3,397 3,021

37
6(ｴ) 商
業の振
興

ソフト

Open
“INA”
Vation!伊
那の地域
資源・地
域人材再
発見事業

伊那商
工会議
所

・伊那の魅力的な地域資源を活用するために、食
料産業や六次産業化等、新商品開発の促進に向
けた塾を開催する。

①新商品開発に関する塾開催（848千円）

848 654 613

1 事業 848 654 613

38

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト

地域の人
材が地域
で学び地
域で活躍
する風土
醸成事業

公益財
団法人
上伊那
産業振
興会

・産業界を中心に関係機関が一体となって長期的
に若者人材に育成を図るため、小学生に社会問題
への意識向上を促す環境出前授業や子供科学工
作教室を実施する。また、9月に県南信工科短大と
連携した「人材ふれあいフェア」を開催する。

①環境出前事業（481千円）、子供科学工作教室
（478千円）等

5,313 3,383 3,383

上伊那
の特色
ある産
業・文化
を担う人
づくりの
推進

39

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト
元気ビジ
ネス応援
隊事業

公益財
団法人
上伊那
産業振
興会

・管内企業の得意分野をまとめた冊子（得意技
シート）について、全企業を掲載した完全版の冊子
を発行するとともに、ホームページに最新の情報を
掲載する。

①アドバイス活動（60千円）、イベント支援費（144
千円）等

2,082 1,626 1,626

上伊那
の特色
ある産
業・文化
を担う人
づくりの
推進

40

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト

上伊那地
域若者人
材確保促
進事業

上伊那
地域若
者人材
確保連
携協議
会

・上伊那地域出身の学生を対象とした「就職準備
合宿」を開催し、同年代の学生や上伊那地域の企
業に就職した先輩職員との交流を通じ、上伊那地
域でのUターン就職希望者の増加を図る。

①就活準備合宿（1,090千円）、銀座での参加学生
ヒアリング及び先輩学生日当（67千円）

1,157 925 925

上伊那
の特色
ある産
業・文化
を担う人
づくりの
推進

41

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト

ソースか
つ丼フェ
スティバ
ル＆ファ
ンミーティ
ングin駒
ケ根

駒ケ根
商工会
議所

・全国の他地域を招いたイベント「ソースかつ丼フェ
スティバル＆ファンミーティングin駒ケ根」を開催す
る。

①会場費（1,001千円）、運営費（349千円）等

2,190 1,605 1,605

42

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト

SNOOア
ウトドア
フェスティ
バル2018
in 駒ケ根

南信州
アウトド
ア協議
会

・アウトドア関連商品の展示やアクティビティーを体
験できる「SNOOアウトドアフェスティバル2018　in
駒ケ根」を開催する。
①施設利用費（744千円）、宣伝広告看板費用
（2,057千円）等

4,293 2,634 2,634

６(3) 森林づくりと林業の振興

６(4) 商業の振興
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(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

43

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフト

都市と農
村を繋げ
る観光農
園づくり

千人塚
農園カ
モミー
ル

・遊休農地25aを活用して住民自らがハーブ農園づ
くりに取り組むとともに、都市と地元住民との交流
を図る「農園作りワークショップ」等ハーブを活用し
た新たなイベントを開催し、観光資源を創出する。

①農園整備（421千円）、イベント開催（647千円）

1,068 801 677

44

(6)ｵ そ
の他
（産業
の振興
及び雇
用の拡
大）

ソフ
ト・
ハー
ド

mada in
なかがわ
テント市
による村
おこし

中川村
商工会

・住民が自由に参加できるテント市「Madeinなかが
わテント市」を開催するとともに、希望する村内の
住民に、テントの貸し出しを無料で行う。

①テント市関連費（1,043千円）、テント貸し出し（97
千円）
②テント購入費(1,906千円)

3,046 2,341 1,278

7 事業 19,149 13,315 12,128

45

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

飯島町の
知名度
アップ大
作戦

飯島町

・農業をテーマに、農業等に興味がある都市圏に
住む方を中心に、「農業」と「景観」を組み合わせた
滞在型「田舎暮らし体験」を実施するとともに、農業
体験・農業インターン事業や移住セミナーなどで
PRする。

①飯島町PRセミナー（1,257千円）、情報発信ソフト
ウェア（70千円）、田舎暮らし体験施設整備（65千
円）

1,392 1,038 943

46

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト
上伊那地
域移住定
住事業

上伊那
広域連
合

・楽園信州移住相談センターとして移住相談会や
移住セミナーを実施する。セミナー参加者に上伊
那管内の市町村風景を写したブックカバー及び移
住関連資料を入れるバッグを配布する

①セミナー等旅費（40千円）、ブックカバー折込等
委託料（2,373千円）等

3,169 2,535 2,535

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
移住・定
住の推
進

47

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

JR飯田線
活性化期
成同盟会
イベント
列車事業

JR飯田
線活性
化期成
同盟会

・「JR飯田線秋の吞み歩きトレイン」を運行し、出発
駅の伊那北及び駒ヶ根駅から、折り返しの飯田駅
でお酒のふるまい行い相互の地域の交流拡大を
図るとともに、飯田線の活用を促すために地元タレ
ントなどによるトークショー等を開催する。

①イベント列車事業（1,656千円）

1,656 1,092 1,024

48

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

地域の魅
力発信
動画を活
用した移
住定住推
進事業

田舎暮
らし
駒ヶ根
推進協
議会

・移住定住の推進を図ることを目的に、移住者の
声がわかる動画を作成し、東京等で実施する移住
相談会で活用する。

①移住者向け動画の制作（874千円）、相談会、体
験会（49千円）

923 738 738

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
移住・定
住の推
進

49

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

JR飯田線
活性化期
成同盟会
イベント
列車事業
（駒ヶ根
市）

JR飯田
線活性
化期成
同盟会

・飯田線の活用を促し、小学生以下の親子連れが
飯田動物園を見学するために、駒ヶ根駅から飯田
駅までの臨時列車「JR飯田線周辺魅力発見ZOOト
レイン」を運行する。

①JR飯田線駅周辺魅力発見ZOOトレイン（557千
円）

557 445 445

リニア中
央新幹
線の開
業を見
据えた
交流の
拡大

６(5) その他
（産業の振興及び雇用の拡大）

7 / 8 ページ



(平成30年４月26日現在）

うち
支援金要望額

事　　　　業　　　　内　　　　容
（主な用途①：ソフト事業②：ハード事業）

平成３０年度　地域発　元気づくり支援金　【上伊那地域】　選定事業一覧表

No.
事業
区分

ソフト
・

ハード
事業名

総事業費（千円） 支援金
内定額
（千円）

重点
テーマ
区分

申請者

50

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

異業種・
異文化交
流ができ
るコミュニ
ティース
ペースづ
くり

おちつ
き

・駒ヶ根駅前の商店街の一室を改装し、コワーキン
グスペース（事務所スペースを共有し使用）として
整備する。週末などは一般の住民も使用可能なコ
ミュニティスペースとして活用する。

①改修作業費（802千円）、イベント運営費（80千
円）

882 662 327

51

(8) そ
の他地
域の元
気を生
み出す
地域づ
くり

ソフト

みんなで
つくる 僕
たちの映
画館

僕たち
の映画
館実行
委員会

・箕輪町の新たな魅力として、地域の若者が主体と
なって、１０月上旬にもみじ湖（箕輪ダム）周辺の野
外で、「僕たちの映画館」として映画を上映する。ま
た、地域住民の交流を図るためのワークショップを
開催する。

①映画の上映関係費（932千円）

932 601 601

7 事業 9,511 7,111 6,613

51 事業 124,390 88,403 74,506

８ その他地域の元気を
　　生み出す地域づくり

上伊那地域振興局　計
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